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◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

みんなでごみをヘラスンジャー▷落ち葉が多くなる季節です。家庭から出る落ち葉や枝木は、燃やす
ごみの日に、燃やすごみの袋とは別に ５袋・ ５束まで無料で収集しますので、計画的に出してくださ
い。また、枝木は、燃やすごみと落ち葉とは別の車で収集しています。

盆栽展
d １１月１５日（金）〜１７日（日）　午前 ９ 時〜午後 ５ 時（１７日は午後 ４ 時まで）
b 中央公民館ギャラリー
i 日本盆栽協会小平支部事務局・富士野☎０４２（３２４）３３２８
古民家で紙芝居を楽しみませんか
d １１月１６日（土）　午後 １ 時〜 ２ 時（雨天時は１７日（日）に順延）　b 小平ふるさと村
n 大人も子どもも楽しめる感動と夢いっぱいの紙芝居
i 小平紙芝居サークル　ともしび・古川☎０４２（３４５）１７０８
第１８回ハワイアン　フラ　フェスティバル
d １１月１６日（土）　午後 ２ 時３０分開演　 ２ 時開場　b ルネこだいら大ホール
i 小平市ハワイアン　フラ連盟・長谷川☎０９０（７７３５）６２５６
第２３回マジック発表会
d １１月１７日（日）　午後 ０ 時３０分〜 ３ 時３０分　b 中央公民館ホール
n マジックの実演
i 小平マジック連合会・渡辺☎０８０（１２２５）２２３３
琴、三絃、尺八による演奏会
d １１月３０日（土）　午後 １ 時開演　 ０ 時３０分開場　b ルネこだいら中ホール
n 古曲、新曲、現代曲、子供曲を小・中学生などを交えて演奏。最後に越天楽変奏曲を全
員で合奏
i 小平市三曲協会・大谷☎０４２（４６７）８３５３
歌謡祭
d １２月 １ 日（日）　午後 ０ 時３０分開演　正午開場　b ルネこだいら中ホール
n 小平市歌謡連盟所属会員が流行歌、ポップス、冬の歌、クリスマスソング約５０曲を歌う
i 小平市歌謡連盟・陣内 ☎０４２（３４５）６７７５

小平市民文化祭 d…日程　b…場所　n…内容　i…問合せ先

歳入 歳出
人件費
93億4,551万円(14.5%)
扶助費
208億1,295万円(32.4%)

公債費
35億6,588万円(5.5%)
物件費
97億5,451万円(15.2%)
補助費など
74億1,974万円(11.5%)
繰出金
68億5,600万円(10.6%)
普通建設事業費
40億4,125万円(6.3%)積立金など

25億1,936万円(4.0%)

市税
316億5,218万円
(47.7%)

各種交付金･
市債(臨時財政対策債)など
90億7,397万円(13.7%)

国庫支出金
116億9,635万円(17.7%)

都支出金
89億4,599万円(13.5%)

使用料および手数料、繰入金など
30億2,730万円(4.5%)

市債（臨時財政対策債を除く）
19億1,470万円(2.9%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

平成
３０年度 小平市の財政事情 問合せ　財政課

☎０４２（３４６）９５０４

小平市には、一般会計のほかに４つの特別会計（国
民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業、
下水道事業）があり、歳入合計が前年度比0.4％減、
歳出合計が前年度比1.0％の減となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入
では、交付金等や繰入金等は減となりましたが、国
庫支出金や都支出金などが増となったため、前年度
比3.4％の増となりました。
一方、歳出では、農業費や土木費などが減となりま
したが、衛生費や教育費、民生費などは増となり、
前年度比2.7％の増となりました。

決算の特徴

一般会計決算を家計に例えて、小平市と多摩地区の
他市を、小平家と同じ人数の他家として、１年間の
家計簿を作成しました（表２参照）。
小平家は、家族の人数が同じ他家に比べて、収入、
支出とも小さな額になりました。その要因は、市税

（給料）などが少ない分、人件費（生活費）や扶助
費（学費・医療費）、普通建設事業費（家屋の増改築）
などを抑えているためです。

小平家・他家（２６市平均）の家計簿

ふるさと納税で市の歳入２億 ７，０９０ 万円が失われました。（市民が他の自治体へ寄付したふるさと納税額２億 ７，４０６ 万円、小平市に寄付されたふるさと
納税額 ３１６ 万円）

表 ３　小平市の財政指標

表 ２　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

グラフ ２　市債現在高の推移 グラフ ３　基金現在高の推移

グラフ １　一般会計歳入・歳出の状況

表 １　平成３０年度一般会計・特別会計 ４事業の決算状況

平成 30 年度の小平市の財政指標は表３のとおりで
す。健全化判断比率は各指標とも健全な数値となっ
ています。経常収支比率は、前年度に比べ 0.3 ポイ
ント改善したものの、90％を超える数値で推移し
ており、財政は硬直化しています。

小平市の財政指標

項　　目 平成３０年度（平成２９年度） 説　　　明

財政力指数 ０．９７６（０．９７７）
０．９７３（０．９７３）

財政力の強弱を示す数値です（上段：３ か年平均、下段：単年度）。単年度で １ を超えるほど財源に余裕があり、
普通交付税の不交付団体となります。平成３０年度は、全国では、１，７１８市町村のうち７７市町村が不交付団体です。

経常収支比率 ９２．７％（９３．０％） 財政構造の弾力性を測定する比率です。高いほど財政運営が硬直化しており、政策的に使えるお金が少ないこと
を示します。小平市の経常的な収入のうち、政策的な経費に使えるお金は７．３％であることを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ―（―） 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１１．６０％を超えると警戒ラ
インです。

連結実質赤字比率 ―（―） 一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１６．６０％を超える
と警戒ラインです。

実質公債費比率 １．２％（０．７％） 一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（ ３ か年平均）。
２５．０％を超えると警戒ラインです。

将来負担比率 ―（―） 一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
です。３５０．０％を超えると警戒ラインです。

資金不足比率 ―（―） 下水道事業特別会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０．０％を超えると警戒ラインです。
＊上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が、算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定さ
れないことを表します。

安全・安心で、いきいきとしたまちをめざして
・避難所へのマンホールトイレの整備
・鈴木遺跡国指定史跡化などの推進
快適で、ほんわかとするまちをめざして
・新堀用水のり面・胎内堀保全改修
・公共下水道雨水整備の推進
・家庭ごみ有料化・戸別収集への移行
・リサイクルセンターの更新
健康で、はつらつとしたまちをめざして
・学童クラブの新設
・認可外保育施設入所児童の保護者補助金の充実
・小規模保育施設の新設
・ひとり親家庭・生活困窮者学習支援事業の充実
・こだいら健康ポイント事業
・学校施設の整備
・花小金井南中学校地域開放型体育館の建設
・ブックスタート事業の開始
・市民総合体育館第一体育室空調設備設置工事
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会へ向
けた気運醸成
住みやすく、希望のあるまちをめざして
・小川駅西口地区および小平駅北口地区再開発事業の推
進
・小川四番土地区画整理事業の推進
・道路整備事業の充実
・ＦＣ東京との連携による地域の活性化事業（ＦＣ東京
創設２０周年記念事業の実施）
・女性再就職サポート事業
・都市農業活性化支援事業（野菜組合への農機導入経費
等支援）
健全で、進化するまちをめざして
・市ホームページのリニューアル
・市報の戸別配布
・（仮称）小平市第四次長期総合計画の策定
・地方公営企業会計への移行
・市民窓口業務の改善
・公共施設マネジメントの推進

主な事業

区　　分 歳　　入 前年度比（％） 歳　　出 前年度比（％）
一般会計 ６６３億 １ 千万円 ３．４ ６４３億 ２ 千万円 ２．７

特
別
会
計

国民健康保険事業 １７３億 ６ 千万円 △１２．５ １７２億 １ 千万円 △１１．７
後期高齢者医療 ４２億 ３ 千万円 ３．９ ４２億 １ 千万円 ４．１
介護保険事業 １２９億 １ 千万円 １．８ １２６億 ７ 千万円 １．０
下水道事業 ３８億 ３ 千万円 △１１．３ ３３億 ９ 千万円 △１８．０

合　　計 １,０４６億 ５ 千万円 △０．４ １，０１７億 ８ 千万円 △１．０
※端数四捨五入により合計が合わない場合があります。
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その他公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金

1 年間の収入

収入内容 小平家 他家
（２６市平均）

市税（給料） ３１７万円 ３３７万円
各種譲与税、交
付金（諸手当） ４３万円 ４５万円
分 担 金・ 負 担
金、使用料及び
手数料（アルバ
イト収入）

１９万円 ２３万円

地 方 交 付 税・
国・都支出金（実
家 か ら の 仕 送
り）

２１６万円 ２４３万円

財産収入（古物
売払い） ６ 万円 １２万円
繰越金（財布の
中身） １６万円 ２４万円
稼ぎの計 ６１７万円 ６８４万円
繰入金（貯蓄取
り崩し） １３万円 ２０万円
市債（ローン借
入金） ３３万円 ３４万円

収入計 ６６３万円 ７３８万円

1 年間の支出

支出内容 小平家 他家
（２６市平均）

人件費（生活費） ９１万円 １００万円
扶助費（学費、
医療費） ２１１万円 ２２１万円
公債費（ローン
返済金） ３６万円 ３９万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

９８万円 １１３万円

補助費等（自治
会費） ７３万円 ７０万円
積立金（貯金） ２０万円 ２５万円
繰出金（仕送り） ６９万円 ７７万円
普通建設事業費
（家屋の増改築
など）

４５万円 ７０万円

支出計 ６４３万円 ７１５万円
※普通会計ベース
※他家の数値は、２６市の総計をもとに小平
市の人口規模に合わせて算出しました。
※１万分の１に縮尺、１万円が実際の１億円に
なります。

市債残高は、平成２８年度から３０年度まで
の ３ 年間で１４億円減少し、３４０億円にな
りました。市民 １ 人当たりで見ると約１７
万 ６ 千円になります。なお、平成２８年度
については、土地開発公社の借入残高は
ありませんでした。

基金現在高は平成２８年度から３０年度まで
の ３ 年間で２８億円増加し、１３７億円にな
りました。
市民一人当たりで見ると約 ７ 万 １ 千円に
なります。
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暮
ら
す
に
は
、
ル
ー
ル

を
守
り
、
犬
の
習
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。
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と　
き　
１１
月
２２
日
、
１２
月
６
日
・
１３
日

の
金
曜
日　
午
後
２
時
〜
４
時　
全
３
回

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　

※
１２
月
６
日
は
福
祉
会
館
前
市
民
広
場
。

対　
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市
内
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犬
を
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て
い
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２５
人
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入
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ー
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合
せ　
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境
政
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課
☎
０４２
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９
５
３
６
、
Akankyoseisaku@city.

kodaira.lg.jp
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催
し
ま
す
。

▪
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

と　
き　
１１
月
２３
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付
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平
地
区
青
壮

年
部
、
西
武
・
武
蔵
野
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
☎
０４２（
３
１
２
）３
９
５
４

ま
ち
巡
り
ガ
イ
ド

こ

だ

い

ら

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
ま
ち
巡
り
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
き
な
が

ら
歩
き
ま
す
。

▪
江
戸
期
の
小
平
と
鈴
木
遺
跡（
旧
石
器
）

を
巡
る

　
小
平
駅
か
ら
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
、
江
戸

時
代
創
建
の
神
社
・
お
寺
や
旧
石
器
時
代

の
鈴
木
遺
跡
な
ど
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら

資
料
館
ま
で
約
５
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１６
日
（
土
）　
荒
天
中
止

集　
合　
午
前
９
時
３０
分　
西
武
線
小
平

駅
南
口

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
鈴
木
遺
跡
資

料
館
。

費　
用　
５
百
円

▪
師
走
の
武
蔵
野
・
小
平
を
巡
る

　
花
小
金
井
駅
か
ら
狭
山
・
境
緑
道
、
玉

川
上
水
緑
道
な
ど
、
市
の
東
南
エ
リ
ア
を

中
心
に
自
然
・
地
形
・
歴
史
を
楽
し
み
な

が
ら
、
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
ま
で
約
５

㌔
㍍
を
散
策
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
２１
日
（
土
）　
荒
天
中
止

集　
合　
午
前
９
時
３０
分　
西
武
線
花
小

金
井
駅
南
口　

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
江
戸
東
京
た

て
も
の
園
。　

費　
用　
５
百
円

※
ほ
か
に
、
た
て
も
の
園
入
園
料
が
か
か

り
ま
す
。︱

︱
共　
通
︱
︱

定　
員　
各
１５
人

申
込
み　
１１
月
５
日（
火
）か
ら
、電
話
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
希
望
コ
ー
ス
、住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
問
合
せ
先
へ（
先
着
順
）

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
☎
０４２（
３
１
２
）３
９
５
４
、
Ainfo@

kodaira-tourism.com

小
平
市
国
際
交
流
協
会

▪
２
０
１
９
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と　
き　
１１
月
１７
日
（
日
）　
午
前
１１
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー

内　
容　
み
ん
な
で
歌
お
う
世
界
の
歌
、

ア
ン
ク
ル
ン
楽
器
演
奏
、
世
界
こ
と
ば
発

見
、
国
際
交
流
員
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
、
ボ

ッ
チ
ャ
体
験
、
フ
ェ
イ
ス
・
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
、
折
り
紙
・
似
顔
絵
、
切
り
絵
、
ア

フ
リ
カ
楽
器
演
奏
と
歌
、
行
政
書
士
に
よ

る
無
料
相
談
会
、
華
道
・
茶
道
体
験
、
ゆ

で
ま
ん
じ
ゅ
う
、
模
擬
店
ほ
か

問
合
せ　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
☎
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８

世
界
の
名
曲
を
打
楽
器
で

東
吹
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

▪
ル
ネ
こ
だ
い
ら
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ

ー
ト

　
平
日
の
昼
間
の
１
時
間
、
名
曲
を
ト
ー

ク
付
き
で
お
贈
り
し
ま
す
。
聴
い
た
り
、

歌
っ
た
り
、
身
体
を
動
か
し
て
み
た
り
、

東
吹
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と　
き　
１１
月
２７
日
（
水
）　
正
午
開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
５
百
円
（
全
席
自
由
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　
目　
ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
・
剣
の
舞
、

日
本
の
歌
よ
り
、
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
エ
ル

ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ
ほ
か

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

ボ
ヘ
ミ
ア
ン・
ラ
プ
ソ
デ
ィ

ル
ネ
こ
だ
い
ら

市
民
名
画
座

　
世
界
的
人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・
ク
イ
ー

ン
の
ボ
ー
カ
ル
で
、
１
９
９
１
年
に
４５
歳

の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
フ
レ
デ
ィ
・

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
を
描
い
た
伝
記
ド
ラ
マ
の

日
本
語
字
幕
版
で
す
。

と　
き　
１１
月
３０
日
（
土
）　
午
前
１１
時

か
ら
、
午
後
３
時
３０
分
か
ら

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
▽
前
売
券
…
大
人
・
シ
ニ
ア

（
６５
歳
以
上
）
８
百
円
、
子
ど
も
（
高
校

生
ま
で
）
６
百
円

▽
当
日
券
…
大
人
１
千
円
、
シ
ニ
ア
（
６５

歳
以
上
）
９
百
円
、
子
ど
も
（
高
校
生
ま

で
）
８
百
円
（
全
席
自
由
）

申
込
み　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

は
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。食
器
以
外
は
不
可
）

※
包
装
紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

▽
廃
食
油
の
回
収
…
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド

や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
不
可
、
食
用

以
外
の
油
不
可

※
現
地
で
回
収
バ
ケ
ツ
に
入
れ
、
容
器
は

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル

ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ
ー
ヒ

ー
、
調
味
料
ほ
か

※
未
開
封
で
包
装
や
外
装
が
破
損
し
て
い

な
い
、
賞
味
期
限
が
１
か
月
以
上
先
の
も

の
。生
鮮
食
品
不
可
、瓶
詰
め
食
品
不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
ま
だ
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、

ぬ
い
ぐ
る
み（
３０
㌢
㍍
以
内
）、育
児
用
品

を
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
と
交
換

※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。
回
収
で
き
な
い
も
の
は
、
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
車
で
の
持
ち
込
み
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

歩

け

歩

け

会

小
平
〜
多
摩
湖

　
健
康
増
進
に
向
け
て
、
秋
が
深
ま
る
多

摩
湖
ま
で
歩
き
ま
す
。
受
付
は
３
か
所
あ

り
、ど
こ
か
ら
で
も
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１７
日
（
日
）　
雨
天
中
止

※
当
日
、
天
候
不
順
の
場
合
は
午
前
７
時

３０
分
以
降
に
市
役
所
（
☎
０４２
（
３
４
１
）

１
２
１
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受　
付　
午
前
９
時
〜
９
時
３０
分
、
花
小

金
井
駅
南
口
、小
平
駅
南
口
、萩
山
駅
北
口

内　
容　
各
受
付
場
所
か
ら
狭
山
・
境
緑

道
（
水
道
道
路
）、多
摩
湖
ま
で
の
約
４・

９
㌔
㍍
〜
８
・
６
㌔
㍍
を
歩
く

持
ち
物　
歩
け
歩
け
記
録
証
（
お
持
ち
の

方
）、
雨
具
、
飲
み
物
ほ
か

※
小
学
生
以
下
、
身
体
の
不
自
由
な
方
は

保
護
者
な
ど
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
４０
人
に
萩
山
駅
北
口
で
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ポ
ー
ル
を
貸
し
出
し
ま
す
。

※
ゴ
ー
ル
の
多
摩
湖
で
は
参
加
賞
を
差
し

上
げ
ま
す
。

主　
催　
小
平
市
体
育
協
会
、
小
平
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
健
康
な
ま
ち
専
門
部

会
、
小
平
市

申
込
み　
当
日
、
受
付
場
所
へ

問
合
せ　
小
平
市
体
育
協
会
☎
０４２
（
３
４

９
）
１
３
５
０

ボ
ッ
チ
ャ
多
摩
六
都
カ
ッ
プ

多
摩
六
都
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
と
呼

ば
れ
る
白
球
に
、
赤
球
と
青
球
を
い
か
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
う
、
誰

も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

と　
き　
１２
月
７
日
（
土
）　
午
前
９
時

か
ら

と
こ
ろ　
東
村
山
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
第
１
体
育
室
（
東
村
山
市
久
米
川
町
３

︱
３０
︱
５
）

対　
象　
小
平
市
・
東
村
山
市
・
清
瀬
市
・

東
久
留
米
市
・
西
東
京
市
の
い
ず
れ
か
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
３
人
以
上
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

※
小
学
生
以
下
の
メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
は
、
必
ず
大
人
の
代
表
者
が
１

人
以
上
必
要
で
す
。

定　
員　
４０
チ
ー
ム

内　
容　
３
人
１
チ
ー
ム
の
団
体
戦
で
予

選
リ
ー
グ
と
予
選
リ
ー
グ
の
順
位
別
に
分

か
れ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

主　
催　
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会

申
込
み　
１１
月
１５
日
（
金
）
ま
で
に
（
必

着
）、
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
問
合

せ
先
へ
（
送
付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
１１
月
２２
日
（
金
）
ま
で
に
代
表
者
へ

連
絡
）

※
申
込
用
紙
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
市
役

所
１
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

H
検
索　
ボ
ッ
チ
ャ
多
摩
六
都
カ
ッ
プ

問
合
せ　
東
村
山
市
地
域
創
生
部
市
民
ス

ポ
ー
ツ
課
振
興
係
（
〒
１８９
︱
０
０
０
３　

東
村
山
市
久
米
川
町
３
︱
３０
︱
５
）
☎
０４２

（
３
９
３
）９
２
２
２
、
V‌

０４２（
３
９
７
）４

５
４
４
、
Ashiminsport@m01.city.

higashimurayama.tokyo.jp

ス
ポ
ゴ
ミ
大
会
イ
ン
小
平

チ
ー
ム
で
ご
み
拾
い

　
制
限
時
間
内
に
チ
ー
ム
で
拾
っ
た
ご
み

の
量
と
質
で
ポ
イ
ン
ト
を
競
う
、
ス
ポ
ー

ツ
ご
み
拾
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
汗
を

流
し
な
が
ら
、
小
平
の
ま
ち
を
き
れ
い
に

し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
１
日
（
日
）　
午
前
１０
時

〜
午
後
０
時
３０
分　
午
前
９
時
３０
分
集
合

と
こ
ろ　
中
央
公
園
噴
水
前
広
場

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定　
員　
２０
チ
ー
ム
百
人
（
１
チ
ー
ム
５

人
以
内
）

主　
催　
ス
ポ
Ｇゴ

ミ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
大
会
イ
ン
小
平

実
行
委
員
会

後　
援　
小
平
市
教
育
委
員
会
、
小
平
市

協　
力　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会申
込
み　
１１
月
２０
日
（
水
）
ま
で
に
、
実

行
委
員
会
事
務
局
・
立
花
へ
（
電
話
・
電

子
メ
ー
ル
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）☎
０
９
０（
８
７
７
９
）９
５
３
０
、

A r.tachibana@wafukai.or.jp

い
す
と
ひ
も
で

毎
日
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

楽
し
く
体
力
づ
く
り

　
い
す
と
ひ
も
を
使
っ
て
自
宅
で
も
で
き

る
筋
ト
レ
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
３
日
〜
２４
日
の
火
曜
日　

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分　
全
４

回と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

費　
用　
２
千
円

定　
員　
２０
人

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内
運
動

靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
を
持
参
。

申
込
み　
１１
月
６
日
（
水
）
の
午
前
１０
時

か
ら
、
電
話
で
小
平
市
体
育
協
会
へ
（
先

着
順
）
☎
０４２
（
３
４
９
）
１
３
５
０

こ
だ
い
ら
市
民
駅
伝
大
会

と　
き　
令
和
２
年
２
月
２
日
（
日
）　

小
雨
決
行

▽
開
会
式
…
午
前
８
時
３０
分（
８
時
受
付
）

▽
ス
タ
ー
ト
…
午
前
９
時
１５
分

▽
表
彰
式
…
正
午

コ
ー
ス　
中
央
公
民
館
前
︱
青
梅
街
道
駅

︱
新
小
平
駅
前
︱
四
小
通
り
︱
学
園
中
央

通
り
︱
一
橋
学
園
駅
前
︱
中
央
公
民
館
前

（
１
区
間
３
・
１
㌔
㍍
）
×
４
人

※
中
央
公
民
館
前
が
ス
タ
ー
ト
、
中
継
、

ゴ
ー
ル
で
す
。

費　
用　
▽
一
般
男
子
・
女
子
・
シ
ニ
ア

…
１
チ
ー
ム
４
千
円

▽
中
学
生
男
子
・
女
子
…
１
チ
ー
ム
１
千

５
百
円

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

４
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
（
中
学
生
は

成
人
の
監
督
が
必
要
）

定　
員　
百
５０
チ
ー
ム

種　
目　
一
般
男
子
・
女
子
、
中
学
生
男

子
・
女
子
、
シ
ニ
ア
Ａ
（
４
人
の
合
計
年

齢
が
百
８０
歳
以
上
）、
シ
ニ
ア
Ｂ
（
４
人

の
合
計
年
齢
が
２
百
２０
歳
以
上
）

主　
催　
こ
だ
い
ら
市
民
駅
伝
大
会
実
行

委
員
会

申
込
み　
１１
月
２９
日
（
金
）
の
午
後
５
時

ま
で
に
、
申
込
書
に
費
用
を
添
え
て
、
問

合
せ
先
へ（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
申
込
書
は
市
民
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
申
込
み
後
は
、
抽
選
に
外
れ
た
場
合
以

外
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

H
検
索　
小
平
市
体
育
協
会

問
合
せ　
小
平
市
体
育
協
会
（
市
民
総
合

体
育
館
内
）
☎
０４２
（
３
４
９
）
１
３
５
０

伝
統
文
化
親
子
教
室

参

加

者

募

集

▪
古
典
芸
能
で
あ
る
日
本
舞
踊
で
舞
台
を

体
験

と　
き　
１２
月
３
日
〜
令
和
２
年
１
月
１８

日
の
第
１
・
３
火
曜
日
と
第
２
・
４
木
曜

日　
午
後
４
時
〜
７
時
３０
分

※
舞
台
体
験
は
１
月
の
土
曜
・
日
曜
日
を

予
定
。

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
、

中
央
公
民
館
和
室

対　
象　
３
歳
〜
中
学
生

※
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
開
催
す
る
教

室
で
す
。
小
学
４
年
生
以
下
は
、
保
護
者

の
送
迎
が
必
要
で
す
。

定　
員　
２０
人

持
ち
物　
浴
衣
、
帯
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
、
足

袋
、
扇
子

申
込
み　
１２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
担

当
・
ソ
ウ
ブ
へ
（
電
子
メ
ー
ル
可
）
☎
０

９
０
（
１
５
０
６
）
０
６
３
０
、
Atrad

itional_japan@sobu-ryu.com

み
ん
な
違
っ
て

み

ん

な

い

い

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
人
権
）講
座

▪
当
事
者
と
学
ぶ
性
の
多
様
性
と
そ
の
生

き
づ
ら
さ
（
小
平
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
施
行
１０
周
年
記
念
）

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
何
か
、
性
の
多
様
性
に

つ
い
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
や
生
活
困
窮

者
の
支
援
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
代

表
の
松
灘
か
ず
み
さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
が
経
験
す
る
困
難
や
問

題
に
つ
い
て
理
解
し
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
た
め
に
私

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
１２
月
１
日
（
日
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分
ご
ろ

と
こ
ろ　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ひ
ら

く定　
員　
３０
人

※
保
育
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

へ
（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

☎
０４２（
３
４
６
）９
６
１
８
、
Akyodo-

danjo@city.kodaira.lg.jp


